
Ver. 更新内容 対応MIB定義ファイル 更新時期
1.00 新規作成 5520_v1.00.mib 2011.11.14

2.00 ・arptableコマンド追加
・Telnetサーバタスクのスタック量修正
・SFP値取得方法 修正
・ＭＤＩＯドライバ修正
・STP RxLevelの閾値設定対応(Trapも追加）
・user名変更時にリセットからリブート動作への変更
・２ポートセレクタ機能の追加
・シリアル通信を用いたファイルの送受信機能追加
・SNTPコマンドにstratumステータス追加

5520_v2.00.mib 2013.04.11

2.10 ・2portセレクトモード時のportマニュアル変更追加
・2portセレクトモード項目追加
・SFP値取得方法修正
・受信割り込み処理修正
・portconfig chk-filter初期値修正

5520_v2.10.mib 2013.09.10

2.11 ・TCP/UDPポート番号範囲見直し(1024～5000→49152～65535)
・ブロックサイズの大きなPing受信によるハングアップ対策

5520_v2.11.mib 2013.11.08

2.12 ・TCP/IPプロトコルスタック　バグ修正
・SNTP ソケット取得動作修正
・I2Cバス通信　ドライバ見直し
・Eth受信ドライバ修正

5520_v2.12.mib 2013.11.25
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2.20 ・マネージメントポート機能追加
・I2Cバス通信処理修正
・システムエラートラップ送出追加
・LinuxからのFTP通信対応

5520_v2.20.mib 2014.06.24

3.00 5520_v3.00.mib 2016.12.19・ミラーリング機能追加
・LogSummary機能追加　※5520 Rev.B以降対応
・SD検出機能追加　※5520 Rev.B以降対応
・SFPlimitの初期登録追加、最大登録数拡大
・threshold機能（Rx level）閾値設定変更
・learning disable機能修正

2.21 ・MIB項目取得処理変更
・windows10によるコマンドプロントでのFTP通信対応

5520_v2.21.mib 2016.09.15



3.01 ・コンフィグファイル生成時の誤字修正 5520_v3.01.mib 2018.01.16

3.02 ・SFP Accessの改善
・2portセレクタモード「tp1-opt1/tp2-opt2」の経路切り替えのバグ修正
・MCモード時のLearning Disable機能を有効固定に変更
・SNTPのインターバル設定値の最大値の変更(1024→604800)

5520_v3.02.mib 2018.09.27

3.10 ・コンパイラのバージョンアップに伴う最適化
・Rx-monitorの監視間隔の変更(1-4秒を追加)
・受信最大パケット長のバグ修正
・ログ機能のバグ修正
・Telnet機能のバグ修正
・2portselectorモードのバグ修正
・2portselector Ping応答監視機能のバグ修正

5520_v3.10.mib 2021/9/30


